
 

   

 
２０２６年大学間交流協定に基づく学生交流（短期派遣）の募集について 

 

１． 目的 
国際的に活躍できる人材の育成を推進するために、大学間交流協定に基づく学生の派遣を行い、異

なる文化的・学術的環境において学ぶ機会を提供することにより、学生の国際交流を深めることを

目的とする。 

２． 派遣先・派遣期間（予定） 
(1) 上海体育大学（中国） ２０２６年２月～２０２７年１月 または半期 
(2) 天津体育学院（中国） ２０２６年２月～２０２７年１月 または半期 
(3) 国立体育大学（台湾） ２０２６年２月～２０２７年１月 または半期 

 ※受入日、宿舎、履修方法、その他の条件は、各協定校の指示に従うものとする。 
 ※半期の留学を希望する場合は、春学期または秋学期を選択できる（春学期：２月下旬～７月／

秋学期：９月～翌年１月）。 
※外務省海外安全ホームページの「海外安全情報」がレベル１以下（感染症危険情報を含む）と

なっていることを派遣の条件とする。 

３． 派遣学生数 
 協定校１大学あたり２名以内とする。 

４． 派遣学生の条件 
 派遣開始時期において、正規の課程に在籍する学部生及び大学院生（外国人留学生は除く。）で、

次の(1)から(3)に掲げる要件を満たす者とする。 
(1) 留学の目的及び計画が明確で、留学による効果が期待できる者 
(2) 協定校への留学を強く希望しており、学業成績が優秀で異文化を理解でき、人格等に優れて

いる者 
(3) 語学力について、日常生活が可能な程度あるいは簡単な日常会話及び英語での日常会話がで

きる者 

５． 募集期限 
 ２０２５年９月１９日（金） 

６． 応募方法 
 以下のものを、国際・学術情報課国際交流係へ募集期限内に提出する。 

(1) 大学間交流協定に基づく学生交流（短期派遣）申込書［別記様式１］ 
(2) 推薦書［別記様式２］ 
(3) 保証人の同意書［別記様式３］ 
(4) 成績通知書又は成績証明書［直近のもの］ 
(5) パスポートのコピー（既に取得している者のみ） 

 

７． 選考方法 
 応募者に対して書類審査、成績評価及び面接を実施の上、派遣内定者を決定する。 

外務省・海外安全ホームページに掲載されている海外安全情報の「危険情報」及び「感染症危険情報」のレベル、

並びに留学希望先の情勢等により、選考後であっても、派遣を中止する場合があります。 



 

   

８． 遣期間中の身分等 
(1) 本籍は鹿屋体育大学にあり、派遣期間中の在籍身分は「留学」とする。 
(2) 留学期間は在学期間に算入する。 
(3) 授業料は、本学に納付することにより協定校では不徴収となる。 

なお、協定校への入学料の納付は不要。 
(4) 派遣先大学で修得した単位は、本学の単位互換制度に基づき別途審議の上、認定を受けるこ

とができる。 

９． 派遣学生に対する支援 
(1) 交換留学に関し、事前にオリエンテーションを実施し、趣旨を理解させる。 
(2) 本件申し込み時に本学における今後の修学条件、履修計画等について確認・理解させ、帰国

後の修学、卒業等がスムーズに行えるように配慮する。 
(3) 留学中は履修及び生活について定期的に状況を報告させるとともに、必要に応じて指導・助

言を行う。 
(4) 派遣学生には、渡航支援として奨学金を給付する。ただし、派遣学生が複数いる場合は別途

選考を行い、支給者を決定する。なお、奨学金給付後、必要書類の未提出や、疾病などによ

るやむを得ない理由による帰国の場合は原則として半額を、自己都合により留学期間の満

了する前に帰国した場合は原則として全額を速やかに返還させる。 

１０． その他注意事項 
(1) 保証人の同意及び指導教員の推薦を得ていること。 
(2) 募集を行っても、本学が留学を保証するものではない。諸般の事情により中止となった場合、

自己の責任において解決すること。 
(3) 派遣時の学年により帰国後の履修条件等が異なるので、必ず単位修得状況を事前確認してお

くこと。なお、単位修得状況により卒業が遅れる場合は、自己責任において解決すること。 
(4) 選考内定後及び帰国後に健康診断を受診すること。なお、選考内定後の健康診断の結果、留

学に際し健康上支障がないと判断された者を派遣対象とする。 
(5) 協定校への手続きで個人に係わる部分（履修登録等）は、各自で行うこと。 
(6) 渡航に係る諸手続き（パスポート、ビザ等の取得）は各自で行い、その経費は個人負担とし、

渡航のための旅費、生活費を自己負担できること。 
(7) 事前に外務省の渡航関連情報等により、安全情報その他必要事項を確認すること。 
(8) 派遣期間中、毎月、電子メール等により本学（指導教員、担当係等）への在籍報告及び近況

報告を行うこと。また、派遣後は所定の留学報告書等を提出すること。 
(9) 海外留学保険に加入すること。 
(10) 派遣期間中の自身の安全確保について、意識して行動するとともに、事件・事故等に巻き

込まれた際に必要な対応について十分に確認すること。 
 
  


